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当
セ
ン
タ
ー
の
第
３７

回
定
時
総
会
が
５
月
３０

日(

金)

、
香
芝
市
ふ
た
か

み
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
の

会
員
数
は
、
４０４
人
で
、
こ

の
内
、
総
会
に
出
席
さ
れ

た
会
員
は
、
６９
人
で
委

任
状
を
提
出
さ
れ
た
会

員
は
２２４
人
で
し
た
。 

総
会
は
辻
本
監
事
の
「
開
会
の
言
葉
」
に
続
い
て
、
山

下
精
久
理
事
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

『
当
セ
ン
タ
ー
第
３
７
回
定
時
総
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
日
は
、
ご
多
用

の
中
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
に
ご
出
席
を
賜
り
、
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
て
、
我
が
国
の
総
人
口
が
減
少
す

る
中
で
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合

は
、
こ
こ
数
年
で
史
上
最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
社

会
が
着
実
に
進
展
す
る
中
で
、
元
気
な
高
齢
者
が
退
職
後

も
年
齢
に
関
わ
り
な
く
働
き
、
地
域
社
会
に
参
加
し
活
躍

で
き
る
「
生
涯
現
役
社
会
」
の
実
現
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ご
存
じ
の
と
お
り
、
シ
ル
バ
ー
事
業
は
、
高
齢

法
に
基
づ
き
、
臨
時
的
・
短
期
的
な
就
業
な
ど
、
多
様
で

柔
軟
な
働
き
方
を
可
能
と
す
る
就
業
場
所
を
確
保
し
、
働
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く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
に
就
業
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
充
実
し
た
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援

す
る
事
を
目
的
と
し
て
お
り
、
生
涯
現
役
社
会
の
実

現
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で

は
会
員
の
皆
様
が
楽
し
く
元
気
で
働
け
る
環
境
づ
く

り
を
、
さ
ら
に
は
、
地
域
の
皆
様
に
頼
り
に
さ
れ
信
頼

さ
れ
る
よ
う
に
積
極
的
に
事
業
の
拡
充
・
発
展
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
11
月
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
を
踏
ま
え
、
厚
生

労
働
省
か
ら
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
契
約
方

法
に
つ
い
て
会
員
の
皆
様
が
法
に
よ
る
保
護
を
受

け
、
安
全
・
安
心
し
て
就
業
で
き
る
よ
う
に
新
し
い
包

括
的
契
約
方
法
へ
移
行
す
る
よ
う
に
と
の
方
針
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
来
年
度
か
ら
は
、
個

人
家
庭
、
企
業
、
公
共
的
団
体
と
の
受
託
業
務
を
新
契

約
方
式
に
移
行
し
て
い
く
予
定
で
す
。
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
円
滑
な
事
業
運
営
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。』
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
司
会
の
浅
沼
次
長
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
及

び
祝
電
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
三
橋
和
史
市

長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

市
長
は
、
『
本
日
、
公
益
社
団
法
人
香
芝
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
第
37
回
定
時
総
会
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
、
本
市
行
政
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
「
自
主
・
自
立
・

共
働
・
共
助
」
の
理
念
の
下
に
、
高
齢
者
の
生
き
が 

◆ 働く喜びと社会参加の輪を拡げよう  ◆ 自主・自立・共働・共助  ◆ 安全就業 

第
３７
回
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た 
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い
の
充
実
や
地
域
社
会
の
活
性
化
に
、
多
大
な

貢
献
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
こ

れ
も
ひ
と
え
に
山
下
理
事
長
を
始
め
、
役
員
や

会
員
の
皆
様
方
の
御
努
力
の
賜
物
と
、
心
か
ら

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
本
市

の
高
齢
化
率
は
、
全
国
と
比
べ
る
と
低
い
割
合

で
は
あ
る
も
の
の
、
今
後
も
高
齢
化
は
一
層
進

ん
で
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
高
齢
者
が
生
涯
現
役
と
し
て
」
多
様
な

形
で
社
会
参
加
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持

ち
、
地
域
と
つ
な
が
り
な
が
ら
社
会
参
加
す
る

こ
と
は
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
築
く
上
で

も
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
活
力
あ
る
高
齢
社
会

を
支
え
る
地
域
の
中
核
的
な
組
織
と
し
て
、
貴

セ
ン
タ
ー
の
担
う
役
割
は
重
要
な
も
の
と
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。
本
市
と
い
た
し
ま
し
て

も
、
皆
様
方
一
人
ひ
と
り
が
、
豊
か
な
知
識
や

能
力
、
経
験
を
活
か
し
、
社
会
を
支
え
る
一
員

と
し
て
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
会
員
の
皆
様
方

が
、
今
後
も
元
気
に
活
動
さ
れ
、
地
域
に
貢
献

し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
結
び
に
、
貴
セ
ン
タ
ー
の
今
後
益
々
の
ご

発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
祝
辞
と
い
た

し
ま
す
。
』
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

続
い
て
、
筒
井
寛
議
長
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

議
長
は
、
『
本
日
は
公
益
社
団
法
人
香
芝
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
第
３
７
回
定
時
総

会
を
か
く
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に

つ
い
て
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
会
員

の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
香
芝
市
政
の

推
進
と
発
展
に
対
し
ま
し
て
平
素
よ
り
絶
大
な

る
お
力
添
え
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
敬
意
と
感
謝
の
言
葉
を

申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
先
ほ
ど
会
長
の

お
話
に
も
、
ま
た
市
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
も
あ

り
ま
し
た
よ
う
に
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
お

り
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
皆
様
方
が
地
域
に
い

ろ
ん
な
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
皆
様
方
に
は
第
二
の
人
生
お
よ
び
活
躍
の

場
と
し
て
、
地
域
か
ら
の
期
待
が
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は

物
価
が
大
変
高
騰
し
て
お
り
、
皆
様
の
生
活
に

負
担
が
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
活
動
が

景
気
の
変
動
に
よ
り
大
変
ご
苦
労
を
お
か
け
し

て
い
る
と
存
じ
ま
す
。
様
々
な
課
題
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
皆
様
の
長
い
人
生
の
中
で
培
わ

れ
た
経
験
に
よ
り
、
大
き
な
知
識
と
知
見
を
存

分
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
も
活
力
あ
る
香
芝
市
の
実
現
に
向
け
、
皆

様
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
香

芝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
御
発

展
と
、
ま
た
会
員
の
皆
様
の
御
長
寿
と
御
健
勝

お
よ
び
御
多
幸
を
、
心
よ
り
御
祈
念
い
た
し
ま

し
て
お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。』
と
の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

続
い
て
公
益
社
団
法
人
奈
良
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
協
議
会
会
長
宇
田
様
よ
り
祝
電
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

続
い
て
総
会
の
議
長
に
窪
田
理
事
が
選
任
さ

れ
、
議
事
録
署
名
人
（
２
名
）
の
選
任
の
後
、
本

総
会
に
提
出
し
た
議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。 

ま
ず
、
第
１
号
議
案
の
定
款
の
一
部
変
更

(

案)

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

議
案
書
に
基
づ
き
説
明
し
て
提
案
し
、
承
認

を
求
め
た
と
こ
ろ
第
１
号
議
案
は
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

つ
ぎ
に
第
２
号
議
案
の
令
和
６
年
度
事
業
報

告
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
の
ち
、
原
案
ど
お
り

承
認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

つ
ぎ
に
第
３
号
議
案
の
令
和
６
年
度
収
支
決

算
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
た
の
ち
、
原
案
ど
お
り
承
認
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
つ
ぎ
に
第
４
号
議
案
の
役
員
の
選
任
に

つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
が
あ
り
、
原
案
通
り

選
任
さ
れ
ま
し
た
。 



 ３ 

 
ま
た
、
第
５
号
議
案
の
理
事
長
に
対
す
る
権

限
委
任
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
報
告
事
項
に
つ
い
て
も
承
認
を
い
た

だ
き
、
す
べ
て
の
議
事
が
終
了
し
、
松
本
理
事
の

「
閉
会
の
こ
と
ば
」
で
総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。 

  

◎
理
事
会
の
開
催
状
況 

☆
第
１
回
通
常
理
事
会
（
４
月
30
日
） 

第
１
号
議
案 

正
会
員
入
会
申
込
者
の
承
認
に
つ
い
て 

入
会
申
込
者
数
７
名
（
男
６
・
女
１
） 

第
２
号
議
案 

令
和
６
年
度
収
支
補
正
予
算
（
第
４
回
決
算

前
）
案
に
つ
い
て 

第
３
号
議
案 

 

令
和
６
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て 

第
４
号
議
案 

 

令
和
６
年
度
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て 

第
５
号
議
案 

 

令
和
６
年
度
監
査
報
告
に
つ
い
て 

第
６
号
議
案 

 

役
員
の
選
任
（
案
）
に
つ
い
て 

第
７
号
議
案 

 

理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任
に
つ
い
て 

第
８
号
議
案 

 

第
３７
回
定
時
総
会
の
招
集
の
手
続
き
等
の
件

に
つ
い
て 

い
ず
れ
も
議
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

☆
第
２
回
通
常
理
事
会
（
５
月
30
日
） 

第
１
号
議
案 

正
会
員
入
会
申
込
者
の
承
認
に
つ
い
て 

入
会
申
込
者
数
２
名
（
男
２
・
女
０
） 

第
１
号
議
案
は
議
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た 

 

☆
第
３
回
通
常
理
事
会
（
６
月
２６
日
） 

第
１
号
議
案 

正
会
員
入
会
申
込
者
の
承
認
に
つ
い
て 

 
 

申
込
者
数
２
名
（
男
１
・
女
１
） 

第
２
号
議
案 

令
和
７
年
度
収
支
補
正
予
算(

第
１
回)

案
に

つ
い
て 

第
３
号
議
案 

 

会
計
処
理
規
程
及
び
事
務
規
程
に
基
づ
く
会

計
関
係
書
類
及
び
文
書
等
の
破
棄
処
分
に
つ
い

て 

 

議
案
は
全
て
議
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

  

◎
毛
筆
筆
耕
講
習
会
（
独
自
講
習
会
） 

・
開
催
日 

自
：
令
和
７
年
１０
月
1
日 

 
 
 
 

 

至
：
令
和
8
年
1
月
28
日 

毎
週
「
水
曜
日
」
開
催
（
計
１５
回
） 

 

・
時 

間 

午
前
の
部
：
９
時
３０
分
～ 

１１
時
３０
分 

 
 
 
 

 
 

午
後
の
部
：
１３
時
００
分
～ 

１５
時
００
分 

・
場 

所 

当
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

・
定 

員 

各
部
１０
名
程
度
（
先
着
順
） 

 

・
費 

用 

会
員
：
無
料 

一
般
：
１
回
２００
円 

 

・
募
集
開
始 

令
和
７
年
７
月
15
日(

火) 

８
時
３０
分
か
ら
受
付
開
始 

(

前
回
受
講
さ
れ
た
方
も
参
加
で
き
ま
す
。) 

 

◎
ス
マ
ホ
教
室
（
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
の
み
） 

・
開
催
日 

令
和
７
年
８
月
２９
日
（
金
） 

・
時 

間 

１０
時
～
１２
時
（
予
定
） 

・
会 

場 

当
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

・
定 

員 

１０
名
程
度 

・
申 

込 

令
和
７
年
８
月
２７
日
（
水
） 

当
セ
ン
タ
ー
に
直
接
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

 

◎
接
遇
・
マ
ナ
ー
講
習
会 

・
開
催
日 

令
和
7
年
8
月
21
日
（
木
） 

・
時 

間 

13
時
30
分
～
15
時
30
分 

・
会 

場 

当
セ
ン
タ
ー
会
議
室 

・
定 

員 

20
名
程
度 

・
申 

込 

令
和
7
年
8
月
15
日
（
金
）
ま

で 
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仕
事
中
に
事
故
や
急
病
な
ど
緊
急
事
態
が

起
き
た
時
は
、
些
細
な
事
で
あ
っ
て
も
必

ず
、
す
み
や
か
に
セ
ン
タ
ー
事
務
局
に
連
絡

し
て
下
さ
い
。 

セ
ン
タ
ー
事
務
局 

℡ 

７
９‐

６
６
０
１ 

当
セ
ン
タ
ー
に
直
接
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

 

◎
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ 

ｔ
ｏ 

Ｓ

ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
」
の
登
録
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。 

 

配
分
金
明
細
書
は
令
和
６
年
１２
月
分
よ
り
紙

か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ
に
切
り
替
わ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

ア
プ
リ
は
他
に
も
便
利
な
機
能
が
満
載
で
す
。 

 

登
録
し
た
い
が
ス
マ
ホ
の
操
作
が
わ
か
ら
な

い
方
の
た
め
に
、
令
和
７
年
５
月
か
ら
毎
月
第

一
木
曜
日
（
令
和
８
年
１
月
は
第
二
木
曜
日
）

に
セ
ン
タ
ー
事
務
局
で
午
前
１０
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

事
前
予
約
制
で
す
の
で
開
催
日
前
日
ま
で
に

電
話
で
予
約
し
て
下
さ
い
。 

 

◎
会
費
の
納
入
と
会
員
証
の
更
新
に
つ
い
て 

 

当
セ
ン
タ
ー
会
費
規
程
に
よ
り
、
令
和
７
年

度
年
会
費
（
２
，
２
０
０
円
）
は
、
令
和
７
年

３
月
末
日
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

会
費
未
納
の
方
は
、
古
い
会
員
証
と
と
も
に

至
急
、
事
務
局
ま
で
ご
持
参
下
さ
い
。 

会
費
の
未
納
が
１
年
以
上
続
き
ま
す
と
、
規

程
に
よ
り
退
会
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
に
該
当
し
た
場
合
は
、
退
会
手
続
を
と

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
承

知
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
病
気
な
ど
で
納
付
で
き
な
い
事
情
が

あ
る
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

◎
米
寿
の
お
祝
い 

 

慶
弔
規
程
に
よ
り
会
員
の
松
下
様
に
米
寿
の

お
祝
い
金
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

松
下
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

◎
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い

し
ま
す 

 

会
員
の
皆
さ
ん
に
よ
り
多
く
の
就
業
機
会
の

提
供
を
行
う
た
め
に
、
香
芝
市
の
協
力
で
広
報

紙
な
ど
を
通
じ
て
周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、

Ｐ
Ｒ
は
『
口
コ
ミ
』
が
一
番
効
果
的
と
考
え
て

い
ま
す
。
会
員
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
て
セ
ン

タ
ー
事
業
の
発
展
の
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
に

「
簡
単
な
仕
事
な
ら
、
シ
ル
バ
ー
へ
電
話

を
」、「
誠
実
で
行
き
届
い
た
仕
事
を
し
ま
す
」

な
ど
、
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

《
安
全
就
業
の
心
得
：
み
ん
な
で
守
ろ
う
１０
ヶ

条
》 

①
作
業
は
、
安
全
第
一
を
心
が
け
、
急
い
だ
り

あ
わ
て
た
り
し
な
い
こ
と
。 

②
器
具
類
は
、
使
用
す
る
前
に
必
ず
点
検
す
る

こ
と
。 

③
服
装
及
び
履
物
は
、
作
業
に
合
っ
た
動
き
易

い
も
の
に
す
る
こ
と
。 

④
作
業
前
に
は
、
軽
い
柔
軟
体
操
を
し
て
体
を

ほ
ぐ
す
こ
と
。 

⑤
加
齢
に
よ
る
諸
機
能
の
低
下
を
十
分
に
認
識

し
、
無
理
を
し
な
い
こ
と
。 

⑥
作
業
現
場
で
は
、
常
に
整
理
整
頓
を
心
が
け

る
こ
と
。 

⑦
共
同
作
業
で
は
、
合
図
、
連
絡
を
正
確
に
行

う
こ
と
。 

⑧
帰
宅
す
る
ま
で
は
仕
事
の
う
ち
、
交
通
事
故

に
気
を
つ
け
る
こ
と
。 

⑨
健
康
に
は
常
に
注
意
し
、
健
康
な
状
態
で
就

業
す
る
こ
と
。 

⑩
仕
事
の
前
日
は
、
十
分
睡
眠
を
と
る
よ
う
に

心
が
け
る
こ
と
。 

 

◎
事
務
局
へ
電
話
さ
れ
る
と
き 

「
会
員
の
○
○ 

○
○
で
す
」
と
必
ず
フ
ル
ネ

ー
ム
で
お
伝
え
下
さ
い
。 

 


